
（様式２）

1 業務履行の確認・評価

【施設の運営に関する基本的事項】

【自主事業に関する事項】

【施設の維持管理業務に関する事項】

2 サービスの質に関する評価

【利用者アンケート（満足度調査）に関する事項】

調査の概要

調査結果の概要

【自主事業に関する事項】

【サービス水準や利用環境に関する事項】

指　定　期　間 令和２年　４月　１日　～　令和７年　３月　３１日　（２期３年目）

令和４年度　　施設指定管理者
モニタリングレポート（年次評価報告書）

施　設　名 豊明市中央児童館
指定管理者名 株式会社日本保育サービス

・令和５年３月に利用者アンケートを実施。

所　管　課 子育て支援課

　適正な施設の運営・維持管理が行われているか。

年次評価

A

・福祉体育館との複合施設であり、市内唯一、日曜日と祝日に開館している児童館として、適切な運
営ができており、利用者数もコロナ前に戻りつつある。

・「ひよこクラブ」や「たまごルーム」など幼児親子の交流の場を定期的に設けている。
・利用者の満足度を向上できるような取り組みが実施されており、ウィズコロナを意識した事業として
リモートイベントを開催し、利用者増が図られている。

・福祉体育館の管理者と連携を取りながら、適正な維持管理業務がされている。
・日々の危険箇所の点検を実施し、特に地震発生時等の耐震対策を意識した施設の環境整備によ
り安心して利用できるよう配慮されている。

　提供するサービスの水準が確保されているか。
　また、サービスの向上が図られていたか。

年次評価

A

・利用者からの要望等に対しては、その都度対応されている。
・児童からの相談も受けており、職員への信頼も厚いと思われる。

・市と連携している大学との協力事業として「さくらんぼフェスタ」に積極的に参加し、実際児童館で実
施している「親子で遊びましょう」などを提供し、児童館のPRに寄与した。これを機に、大学（学生）と
の連携事業などにつながることを期待したい。

・「地域の行事に積極的に参加して交流を持ち、連携して地域ぐるみで子どもたちを育む」を目標に、
遊びを通して子どもを育成する地域に根ざした運営を安定した職員体制のもとで実施している。
・児童からのSOSに丁寧に対応し、迅速に関係機関と情報共有を行うなど、適切につなげることがで
きている。



3 サービス提供の継続性・安定性に関する評価

【施設の収支状況に関する事項】 中央児童館・北部児童館　共通事項

【団体の経営状況に関する事項】 中央児童館・北部児童館　共通事項

【審査委員会コメント】

【年次評価】 （評価基準）

Ｓ （優　　良） ： 区分評価が全てＡ以上、かつＳが過半数以上。

Ａ （良　　好） ： 区分評価が全てＡ以上。

Ｂ （課題あり） ： 区分評価にＢがあった。

Ｃ （要改善） ： 区分評価にＣがあった。

【総合評価】 （評価基準）

Ｓ （優　　良） ： 市の要求水準を上回るサービスが提供されている。

Ａ （良　　好） ： 市の要求水準に沿ったサービスが提供されている。

Ｂ （課題あり） ： サービスの内容の一部に課題がある。

Ｃ （要改善） ： サービスの内容に改善が必要である。

　健全な収支状況のもと、継続的・安定的にサービスが提供されているか。
　また、団体の経営状況は健全か。

年次評価

A

・指定管理料（令和４年度決算額30,290,000円）の中で、事業収支は黒字になっており、継続的に
サービスを提供できている。

（株）日本保育サービスの経営状況の分析

・第19期（2022年4月1日～2023年3月31日）の損益計算書では、売上高が前期より増加している。

・売上高から売上原価を差し引いた売上総利益金額からも当期の業績は良好である。

・貸借対照表の純資産の合計から、財務内容は健全であると言える。

総合評価 A
総じて健全な管理運営ができている。児童からのSOSに丁寧に対応し、
迅速に関係機関と情報共有を行うなど、適切につなげることができてい
る。また、児童館の運営に教育の観点を取り入れて、子どもたちの自主
性を引き出すなど、地域における居場所として、機能していると評価でき
る。今後は、併設する福祉体育館との連携事業なども期待したい。


